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｀ 
神

紋

八
慇
鏡
と
太
陽
を

か
た
ど
っ
た
も
の

で、

国
家
の
隆
昌

と
世
界
の
共
存
共

栄
を
意
味
し
て
お

リ
ま
す。

三
月
二
十
七
日、

皮
内
病
に
て
病
理
検

査
す
べ
く
右
大
股
部
の
皮
内
の
一
部
を
切

除
す
る。

二
十
八
日、

三
十
日、

三
十一

日
と
特
別
神
事
執
行
す。

四
月一
日、

月
始
祭
後
に
特
別
講
習
会

を
開
く。

二
日
は
特
別
神
事、

三
日
は
第

二
期
神
法
教
博
会
結
了
の
指
苓
す。

四
日
は
永
年
本
教
相
談
役
を
な
さ
れ
た

故
佐
々
木
両
道
先
生
と
奥
様
の
ご
霊
前
を

祈
ら
せ
頂
い
た。

ご
子
息
で
本
教
相
談
役

で
あ
る
県
議
会
議
員
の
佐
々
木
幸
士
先
生、

弟
の
市
議
会
議
員
の
佐
々
木
心
先
生、

奥

様
も
座
し
て
し
ば
し
の
御
霊
祭
り
を
お
仕

え
さ
せ
て
頂
い
た。

先
生
の
想
い
出
話
し

を
な
し
偲
ば
せ
頂
い
た。

五
日
は
皮
内
切
除
の
経
過
を
見
る
べ
く

田
中
君
と
鏡
君
に
同
行
さ
す。

田
中
君一

人
で
は
の
想
い
も
あ
り
同
行
さ
せ
知
っ
て

も
ら
う
べ
く
で
あ
る。

六
日
は
特
別
神
事
執
行。

七
日
は
人
間

ド
ッ
グ
に
て
の
検
査
を
す。

八
日、

特
別

神
事、

九
日
は
神
変
神
社
年
祭
並
開
教
祭

を
嗣
親
斎
王
に
て
斎
行
す。

信
仰
体
験
発

表
に
て
は
感
動
の
発
表
で
あ
っ
た
を
濡
れ

聞
く。

長
時
間
で
は
あ
っ
た
が、

信
仰
者

に
と
り
有
り
難
き
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で

あ
る。十

二
日
は
人
間
ド
ッ
ク
に
て
大
腸
検
査

を
す
る。

前
の
日
よ
り
食
事
制
限、

当
日

は
腸
を
き
れ
い
に
す
べ
く
二
時
間
か
け
て

腸
の
洗
浄
剤
を
飲
む。

そ
れ
ほ
ど
飲
み
辛

き
も
の
で
は
な
か
っ
た
が、

七
日、

八
日

と
ト
イ
レ
に
通
う
は
少
々
厄
介
で
あ
っ
た。

検
査
は
肛
門
よ
り
内
視
鏡
を
も
っ
て
の
検

査
と
な
る。

何
と
も
表
現
し
難
き
状
で
は

た い わ ことt: ：：： 

大和の言霊

神
様
か
ら
表
し
て
自
分
を

放
し
て
は
い
け
な
い
。

い
つ
も
神
様
と
一

緒
に

生
き
る
こ
と
て
あ
る。

（
大
和
稗
典

第
＿

之――ー
九
二
言）

詳
細
を
指
苓
す。

二
十
六
日
は、

内
科
の

定
期
健
診
は
五
月
に
先
送
り
し、

明
日
の

一
泊
入
院
の
為
の
準
備
を
し
た。

前
回
同

様
に
お
粥
食。

朝
は
四
時
起
床。

潔
斎
に

て
五
時
頃
よ
り
腸
の
洗
浄
剤
を
飲
む
こ
と

に
な
る。

二
十
八
日
は
春
の
大
祭
の
前
日
祭、

ニ

十
九
日
は
本
祭
を
迎
え
る。

今
年
は
教
団

関
係
者
の
内
々
で
は
あ
る
が、

直
会
を
さ

せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た。

こ
れ
ま
で
の

コ
ロ
ナ
に
て
の
う
っ
と
う
し
い
状
を
晴
や

か
に
と
の
希
い
で
は
あ
る。

篤
信
者
の
業

者
さ
ん
に
願
っ
て
の
美
味
な
る
弁
当
と
教

団
に
て
の
赤
飯
を
始
め、

飲
食
を
盛
大
に

な
し、

新
年
の
一
番
太
鼓
を
永
年
奉
仕
下

さ
れ
て
お
ら
れ
る
幻
創
さ
ん
の
勇
壮
な
る 張

あ
っ
た
が、

今
日
の
結
果
で
は
良
性
ポ
リ

ー
プ
が
―
つ
あ
る
と
の
こ
と
で
ピ
ロ
リ
菌

と
か
も
検
査
と
か。

十
三
日、

皮
虎
科
と

内
科
健
診
に
て、

皮
向
切
除
に
て
は
悪
い

も
の
な
し
と、

少
し
安
堵
す。

内
科
は
ピ

ロ
リ
菌
と
か
も
有
り、

内
視
鏡
で
切
除
す

る
を
決
め、

四
月
二
十
七
日、
一
泊
入
院

と
な
っ
た。

十
九
日、

特
別
神
事。

二
十

三
日
は
大
祭
を
控
え
て
の
清
掃
と、

二
十

四
日
は
皮
閤
科、

大
変
状
態
悪
化
に
て
の

早
目
の
診
察
と
し
た。

医
師
も
よ
く
診
断

で
き
ぬ
ご
と
の
よ
う
で、

薬
を
ク
リ
ー
ム

状
よ
り、

最
初
の
軟
匹
と
し
た。

更
に
は

化
膿
止
め
も
処
方
さ
れ一
週
間
後
に
様
子

を
診
る
と
か。

二
十
五
日
は
特
別
神
事
ニ

座
執
行。

嗣
親、

企
画
部
と
の
打
ち
合
わ

せ
を
も
っ
て、

大
祭
受
け
入
れ
の
諸
々
の

令
和
五
年
四
月
二
十
六
日

教

主

穂
日
公

太
鼓
演
奏、

そ
し
て
教
団
職
員
に
よ
る
寸

劇
を
演
じ、

心
明
る
＜
楽
し
ん
で
頂
き
た

い
も
の
と。

私
は
二
十
九
日
の
本
祭
参
列

を
望
む
も
体
の
状
態、

ご
神
意
次
第
と
は

な
る
が。

本
号
は
久
し
く
私
の
一
ヶ
月
の
動
勢
を

回
示
さ
せ
て
頂
い
た。

教
化
布
教
の
聖
業

に
あ
り
て
は、

教
翰
誌
面
に
掲
載
の
ご
と

”一
人
が
五
人
を
み
ち
び
き
て
信
仰
の
庭

を
設
け
る”

こ
と
に
努
め
て
い
る。

開
教

以
来
の
大
神
さ
ま
の
大
御
心
を
拝
し
奉
り

て
の
活
動
を
今
に
し
て
事
成
し
て
い
る
の

で
あ
る
が、

余
り
に
も
情
な
き
こ
と
で
あ

る。
九
月
末
日
の
前
期
段
階
に
て
一
段
階
目

標
を
ク
リ
ア
し
た
い
も
の
と
心
に
固
め
て

い
る。

教
師
等
が
ど
れ
ほ
ど
に
目
醒
め、

自
ら
の
心
に
ど
れ
ほ
ど
の
息
吹
き
を
な
す

か
に
か
か
っ
て
い
る
が。

こ
れ
ま
で
手
胡

坐
か
い
て
の
殿
様
商
い
の
ご
と
の
姿
が
ど

の
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
か
と。

そ
の
一
歩
を
今、

大
き
く
踏
み

出
し
て
い
る。

今
度
こ
そ
は
の
思
い
で
は

あ
る。

ご
神
導、

ご
神
助
を
乞
い
祈
む
も

の
で
あ
る。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題
で
は
二
十
六
日、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
と

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
が、

昨
年
二
月

の
ロ
シ
ア
の
侵
攻
後
初
め
て
と
な
る
電
話

協
議
を
行
っ
た。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
か
ら
の

要
望
に
よ
り
実
現
し
た
と
い
う。

習
主
席

は
三
月
に
イ
ラ
ン
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

外
交
関
係
を
修
復
す
る
等、

外
交
に
強
み

を
発
揮
し
て
い
る。

友
好
関
係
に
あ
る
口

シ
ア
に
よ
る
核
の
使
用
に
反
対
の
姿
勢
を

示
し
て
い
る
と
い
う。
一
方
で
ロ
シ
ア
と

の
貿
易
を
年
々
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら、

和
平
解
決
へ
の
仲
介
役
と
し
て
期
待
し
て

良
い
の
か
疑
問
と
も
さ
れ
る
が、

よ
い
話

し
合
い
に
な
れ
ば
と
祈
る
も
の
で
あ
る。
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四
月
二
十
九
日
午
前
十
時、

春
の
お
祭

り
で
あ
る
大
國
神
社
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ

た。

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
を
鑑
み
制
約
を
受
け
た
中
で
の
祭

儀
が
続
い
て
い
た
が、

本
年
は
多
少
の
緩

和
を
も
っ
て
祭
典
が
斎
行
さ
れ
た。

海
川
山
野
の
種
々
の
神
饂
が、

御
本
殿

内
陣
に
献
供
さ
れ、

斎
主
は
宮
司
嗣
親
様

が
お
仕
え
な
さ
れ
た。

修
祓
の
後、

斎
王一
拝、

御
扉
が
開
扉

さ
れ
斎
王
嗣
親
様
が
昇
殿
な
さ
れ
た。

世

界
平
和
萬
民
幸
福
祈
念
詞
を
唱
え
祝
詞
を

奏
上、

コ
ロ
ナ
災
禍
の
早
期
収
束、

ロ
シ

ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
の
戦
争
の
即
時
和
平

解
決、

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地
震
被
災
地
早

期
復
興
を
も
祈
念
申
し
上
げ
ら
れ
た。

斎

主
嗣
親
様
玉
串
奉
莫
の
後、

教
母
様、

ご

来
賓、

玉
串
献
納
者
と
順
に
玉
串
奉
羹
が

行
わ
れ、

金
幣
拝
戴
が
行
わ
れ
た。

宮
司

一
拝
を
も
っ
て
本
祭
は
申
し
修
め
ら
れ
た。

斎主嗣親様より御教話を頂く

大
國
神
社
例
大
祭

次
に、

本
教
顧
問
衆
議
院
議
員

の
土
井
亨
先
生
と
同
顧
問
相
澤
光

哉
先
生、

本
教
相
談
役
宮
城
県
議

会
議
員
の
石
川
光
次
郎
先
生、

同

じ
く
宮
城
県
議
会
議
員
の
佐
々
木

幸
土
先
生、

仙
台
市
議
会
議
員
の

斎
藤
範
夫
先
生、

仙
台
市
議
会
議

員
の
菊
地
崇
良
先
生
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
い
た。

祝
電
披
露
の
後、

結
び
の
斎
主

嗣
親
様
の
ご
挨
拶
で
は、

日
々
の

祈
り
の
大
切
さ
や
感
謝
の
心
づ
く

り
に
つ
い
て
の
お
詰
し
が
な
さ
れ、

ご
参
列
の
方
々
へ
の
感
謝
の
こ
と

ば
を
述
べ
ら
れ
た。

続
い
て、

祈
祷
殿
内
へ
と
移
動

し、

初
め
に
大
國
神
社
春
の
景
観

の
空
中
撮
影
映
像
が
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ、

満
開
の
大
市
神
山
千
本

桜
と
大
市
山
の
豊
か
な
自
然
に
包
ま
れ
た

御
神
域
の
広
大
な
る
風
景
を
鑑
賞
し
た。

引
き
続
き
特
設
舞
台
に
て
幻
創
さ
ん
に

大
利
の
い
仰
で
笑
顔
の

斎主嗣親様ご昇殿なされての拝礼

口出丘"

g＞

は唸は
ほ

沢空
2
と1

月
r
,

Ej
 

よ
る
和
太
鼓
が
演
奏
さ
れ、

勇
壮
な
太
鼓

と
お
囃
子
が
奏
で
ら
れ、

迫
力
あ
る
演
奏

に
皆
聞
き
入
っ
て
い
た。

和
太
鼓
演
奏
の

後、

田
中
道
敏
教
化
部
次
長
が
座
長
を
務

め
る
大
和
歌
劇
団
の
寸
劇
も
演
じ
ら
れ、

仮
装
を
し
た
教
団
職
員
達
が
楽
し
く
寸
劇

を
演
じ
祈
祷
殿
内
は
笑
い
に
包
ま
れ
た。

ま
た、

今
回
の
直
会
で
は
教
王
様
の
御

心
に
て、

美
味
な
る
弁
当
と
お
赤
飯、

飲

み
物
が
振
る
舞
わ
れ
た。

信
奉
者
の
皆
さ

ん
は
手
を
合
わ
せ
ら
れ、

勿
体
な
き
こ
と

で
す
と、

有
難
く
頂
い
た。

立
教
八
十
年
に
向
け
て
大
利
の
御
教
え
を
天
地
に
満
た
し
ま
し
ょ
う

大和畜：劇団によるパフォ ーマンス

神変御下駄一体ずつに祈念を申し上げる 斎主嗣親様による神変聖斧加持執行

勇壮なる幻創太鼓演奏

四
月
九
日
午
飼
九
時
三
十
分
よ
り
神
変

神
社
に
お
い
て
例
年
祭
が
斎
行
さ
れ
た。

今
年
は
温
暖
な
天
候
が
続
き、

全
国
的

に
例
年
に
な
く
桜
の
開
花
が
早
ま
り
神
変

神
社
境
内
に
あ
る
桜
も
数
日
の
問
に
次
々

と
花
開
き、

丁
度
満
開
の
時
期
に
て
の
祭

證
と
な
っ
た。

祈
り
と
感
謝
と
奉
仕
の
実
践

＃
の
清
掃
奉
仕

朝
方
は
気
温
が

低
く、

桜
満
開
の

境
内
に
雪
が
舞
う

と
い
う
不
思
議
な

光
景
を
呈
し
て
い

た
が、

や
が
て
お

日
様
が
顔
を
出
し

雪
も
や
み、

開
祭

の
頃
に
は
好
天
と

な
っ
た。

祭
儀
は
修
祓
之

儀
の
後、

嗣
親
様
が
斎
王
と
な
り
儀
式
は

進
行
さ
れ、

神
変
御
下
駄
祈
願
は
畠
山
真

由
美
教
務
部
長
が
執
行、

火
祭
は
熊
川
知

長
祭
儀
部
次
長
が
執
行
し
た。

綾
瑣
神
歌
に
て
神
変
大
神、

前
鬼
後
鬼

神
を
お
称
え
申
し
祝
詞
が
奏
上
さ
れ、

次

に
大
祓
詞、

六
根、

十
種
神
宝
詞
が
奉
誦

さ
れ
た。

斎
王
嗣
親
様
に
誘
わ
れ
参
列
者

一
人一
人
が
大
前
へ
と
進
み、

神
変
大
石

斧
に
両
手
を
添
ス
心
願
を
込
め
て
祈
念
申

し
上
げ
た。

斎
王
玉
串
奉
莫
の
後、
教
母
様、
総
裁
家、

参
列
者
玉
串
奉
莫
が
行
わ
れ、

斎
主
一
拝

を
以
て
修
祭
と
な
り、

結
び
に
嗣
親
様
よ

り
御
教
話
を
頂
い
た。

多
く
の
人
が
参
列
を
さ
れ、

神
変
大
神、

前
鬼
後
鬼
大
神
様
に
日
頃
の
神
恩
報
賽
の

真
心
を
お
捧
げ
申
し
上
げ
た。
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＊
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＊
＊
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＊
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＊
＊
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＊
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＊
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四
月
二
十
三
日
午
前
九
時
よ
り
大
國
神

社
に
お
い
て、

春
の
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ、

各
地
よ
り
参
集
下
さ
れ
た
心
篤
き
信
奉
者

の
皆
様
が
尊
い
汗
を
流
さ
れ、

大
神
様
へ

尊きご奉仕を下された方々

の
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
た。

ご
奉
仕
な
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の
お
心
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す＇

 

清
掃
奉
仕
者
御
芳
名

西
丸

良
子

熊
谷
由
美
子

横
山

静
江

横
山

満
也

横
山
真
由
美

伊
藤

政
代
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授与式後の記念撮影 斎主嗣親様により神恩感謝の祝詞が奏じられた

四
月
九
日、

神
変
神
社
例
祭
に
引
き
続

き、

午
前
十一
時
三
十
分
よ
り
開
教
祈
祷

殿
に
お
い
て、

大
和
開
教
祭
並
び
に
記
念

式
典
が
執
り
行
わ
れ
た。

本
祭
は
親
神
大
和
皇
大
神
様、

開
教
神

大
國
主
大
神
様
へ
の
神
恩
感
謝
の
真
心
を

お
捧
げ
申
し
上
げ
る
祭
儀
で
あ
る。

儀
式
は
斎
王
嗣
親
様
の
も
と、

綾
瑣
神

歌
の
奉
称
を
以
て
神
々
を
お
称
え
申
上
げ、

開
教
祭
詞
が
厳
か
に
奏
上
さ
れ
た。

斎
主

玉
串
拝
礼
の
後、

教
母
様
が
玉
串
を
奉
莫

な
さ
れ、

総
裁
家、

玉
串
献
納
者
が
順
に

玉
串
を
お
捧
げ
申
し
上
げ、

祭
儀
は
申
し

修
め
ら
れ
た。

儀
式
後
の
記
念
式
典
で
は、

先
ず
第
二

十
三
期
の
責
任
役
員
任
命
證
授
与
式
が
行

わ
れ、

嗣
親
様
よ
り
畠
山
真
由
美
教
師、

品
川
弓
教
師、

熊
川
知
長
教
師、

田
中
道

敏
教
師
へ
任
命
證
が
交
付
さ
れ
た。

続
い

て
新
制
神
法
教
博
会
初
之
段
允
可
状
が
本

田
瑛
恵
さ
ん
と
八
巻
宏
美
さ
ん
に
授
与
さ

れ、

禁
厭
比
證
神
究
法
及
手
掌
神
究
法
修

了
之
證
が
熊
谷
由
美
子
さ
ん、

本
田
瑛
恵

さ
ん、

八
巻
宏
美
さ
ん、

各
教
師
へ
と
授

与
さ
れ
た。

ま
た、

合
わ
せ
て
教
師
階
位

授
与
式
で
は
本
田
瑛
恵
さ
ん
と
八
巻
宏
美

さ
ん
へ
準
教
師
職
の
階
位
證
が
夫
々
手
渡

さ
れ
た。

引
き
続
き、

本
田
瑛
恵
さ
ん
に

よ
る
感
動
に
感
極
ま
る
信
仰
体
験
が
発
表

さ
れ
た。

引
き
続
き
開
祖
様
の
御
教
え
の

御
声
を
拝
聴
申
し
上
げ
た。

嗣
親
様
よ
り

御
教
話
を
賜
り、

弥
栄
祈
念
を
以
て
閉
式

と
な
っ
た。
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嗣
親
様
御
教
話

今
日
は
開
教
祭
と
い
う
尊
い
日
を
頂
き

ま
し
た。

ス
ク
リ
ー
ン
に
は
大
物
生
大
神

様
の
大
御
姿
が
映
し
出
さ
れ、

そ
の
右
手

の
御
手
に
は
少
彦
名
大
神
様
が
お
祀
り
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す。

私
共
は、

大
國
主
大

神
様
の
御
別
称
・
大
物
生
大
神
様
と
お
称

え
申
し、

大
和
教
団
は
昭
和
三
十
二
年
三

月
八
日
に
文
部
省
の
認
証
を
受
け
て、

宗

教
法
人
と
し
て
此
の
世
に
誕
生
を
み
ま
し

た。

皆
さ
ん
は
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て、

胸
を
張
り、

勇
気
を
持
っ
て、

こ
れ
か
ら

も
お
仕
え
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す。

大
和
と
い
う
の
は
大
國
主
大
神
様
の
大
と

大
和
開
敦
祭
更
記
念
式
典

嗣親様より御教話を頂く

い
う
字
と、

和
（
に
き）

び
の
心
・
鯛
和

の
心
を
も
っ
て
大
和
と
な
す
も
の
で
す。

皆
さ
ん、

今
日
の
体
験
発
表
な
さ
れ
た

本
田
瑛
恵
さ
ん
の
姿
は
如
何
思
わ
れ
た
で

し
ょ
う
か。

自
分
に
正
直
に
信
仰
の
有
り

難
さ
を
表
し
た
姿
だ
と
思
い
ま
す。

今
日

の
発
表
を
糧
に
更
に
信
仰
の
高
見
に
行
け

る
も
の
と
思
い
ま
す。

勇
気
を
持
っ
て
自

ら
の
弱
き
姿
を
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た。

先
程
の
開
祖
様
の
御
教
え
の
中
で、

世

界
の
平
和
を
祈
念
串
を
以
て
お
祈
り
下
さ

い
と
の
御
諭
し
を
頂
き
ま
し
た。

毎
日、

世
界
の
平
和
を
祈
ら
せ
て
頂
く、

祭
典
行

事
の
時
だ
け
で
は
な
く、

毎
日
自
分
の
家

で
祈
ら
せ
て
頂
く
こ
と
で
す。

そ
の
祈
り

が
心
を
つ
く
り
ま
す。

苦
し
ん
で
い
る
人

や
紛
争
等、

色
々
な
境
遇
の
人
が
地
球
上

に
は
大
勢
居
る
の
で
す
か
ら、

大
和
の
信

仰
者
は
先
ず
朝
な
夕
な
に
祈
る
事
で
す。

悪
い
神
様
・
御
霊
も
皆
離
れ
て
い
き
ま
す。

御
神
謡
を
賜
り
ま
し
ょ
う。

そ
し
て
世
界

平
和
萬
民
幸
福
を
祈
る
事
が
大
和
の
皆
様

の
使
命、

生
き
方
で
す。

皆
さ
ん
の
真
心、

浄
財
を
秩
み
上
げ
て、

世
の
中
の
為
に
使

わ
せ
て
頂
き
ま
す。

大
和
の

教
信
奉
者
は

五
人
善
導
の

奉
謝
行
を

実
践
致
し
ま
す 。

今、

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
を

し
て
い
ま
す。

虐
げ
ら
れ
て
い
る
人
、々

子
供
た
ち
が
居
る
わ
け
で
す。

皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か。

た
だ
対

岸
の
火
と
し
て
見
て
い
ま
す
か。

私
た
ち

は、

先
ず
祈
る
こ
と
で
す。

そ
れ
が
ど
れ

程
尊
く
力
を
顕
わ
す
か
と
言
う
こ
と
を
皆

さ
ん
理
解
し
て
下
さ
い。

祈
り
は
誰
に
で

も
で
き
ま
す。

祈
れ
な
い
人
は
居
な
い
と

思
い
ま
す。

開
祖
様
は
朝
な
夕
な
に
祈
り

な
さ
い
と
申
さ
れ
ま
し
た。

こ
の
大
宇
宙

の
大
き
な
力、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頂
け
ま
す。

祈
り
に
よ
っ
て
皆
幸
せ
に
な
り
ま
す。

こ

の
世
も
あ
の
世
も
生
き
通
し
幸
せ
に
な
れ

る、

と
教
歪
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す。

こ
の
神
紋
の
掲
げ
て
い
る
太
陽
の
如
く、

全
て
の
人
に
愛
を
慈
悲
の
心
を
表
し
て、

大
き
な
心
で
全
て
を
許
し、

全
て
に
力
を

与
え
て
い
く
よ
う
な
人
間
に
な
ら
な
け
れ

ば、

大
和
の
信
仰
者
と
は
言
え
な
い
の
で

す。

そ
し
て
国
家
の
隆
昌、

世
界
の
共
存

共
栄、

皆
が
幸
せ
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と

い
う
祈
り
を
私
た
ち
は
日
々
に
励
行
す
る

も
の
で
す。

祈
り
は
誰
に
で
も
出
来
る
の

で
す。

良
い
習
慣
に
す
る
と、

皆
さ
ん
は

神
身
と
な
る
の
で
す。

皆
さ
ん
は
此
の
身

此
の
ま
ま
神
身
様
な
の
で
す。

神
様
か
ら

頂
い
た
命
を
ど
の
様
に
こ
れ
か
ら
使
っ
て

い
き
ま
す
か。

先
ず
祈
っ
て、

行
っ
て
継

続
し、

夫
々
の
生
活
の
中
に
一
体
化
さ
せ

て
頂
き
た
い
も
の
と。

生
活
の
一
部
と
な

る
よ
う
に
習
慣
化
す
る
と、

御
神
徳
と
し

て
形
に
表
れ
て
参
り
ま
す。

日
本
の
神
社

に
は、

ま
た
皆
さ
ん
の
神
棚
に
は
鏡
が
祀

ら
れ
て
い
ま
す。

か
が
み
の
真
中
の
”
が

”

を
取
る
と、

か
み
に
な
り
ま
す。

自
分

自
身
の
我
（
が）

を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て

神
と
な
る
の
で
す。

そ
の
た
め
に
も
祈
り

ま
し
ょ
う。

神
拝
詞
は
大
神
様
そ
の
も
の

で
す。

祈
る
時
間
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う。

先
ず
神
様
を
信
じ
る
こ
と
か
ら
で
す。

信
じ
て
敬
っ
て
感
謝
す
る
こ
と
で
す。

私

共
に
は
祈
り
と
感
謝
と
奉
仕
を
実
践、

実

行
す
る
と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す。

感
謝

の
稽
古
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す。

朝
か

ら
晩
ま
で
全
て
の
も
の
に
い
ち
い
ち
感
謝

を
し
て
み
ま
し
ょ
う。

朝
目
覚
め
て
布
団

の
中
で
先
ず、

体
を
な
で
さ
す
り
な
が
ら

心
臓
さ
ん、

五
臓
六
腑
さ
ん、

頭
さ
ん、

脳
さ
ん、

目
さ
ん、

ぬ
さ
ん、

耳
さ
ん、

口
さ
ん、

体
さ
ん、

血
液
さ
ん、

血
管
さ

ん、

皮
内
さ
ん、

毛
さ
ん
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
と、

布
団
さ
ん、

枕
さ
ん、

シ
ー
ツ
さ
ん
と、
一
っ
―
つ
に
感
謝
を
思

い
ト
ホ
カ
ミ
エ
ミ
タ
メ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
と
感
謝
し
て
み
ま
し
ょ
う。

開
教
神
大
園
主
大
神
様
は、

も
の
と
は

心
・
魂
で
あ
る
と
教
え
諭
さ
れ
て
お
り
ま

す。

も
の
は
も
の
で
な
い、

全
て
自
分
自

身
と
な
る
と
い
う
事
で
す。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
と
感
謝
を
い
た
し
ま
す
と、

物
は
光
輝
き
働
い
て
下
さ
り
ま
す。

食
べ

物
に
対
し
て
も
そ
う
で
す。

行
え
ば
分
か

り
ま
す。

大
和
の
信
仰
が
如
何
に
有
り
難

い
か
を
覚
る
も
の
と
な
り
ま
す。

日
々
日
々
に
世
界
平
和
萬
民
幸
福
祈
念

串
を
捧
げ
も
ち、

世
界
の
平
和
と
万
民
の

幸
せ
を
祈
り
ま
し
ょ
う。

そ
の
祈
り
の
大

き
徳
を
積
み
ま
し
ょ
う。

今
日
は
大
和
の

祈
り、

感
謝、

奉
仕
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま

し
た。

も
う―
つ
の
大
切
な
道
と
し
て、

開
祖
様
の
笑
顔
を
租
古
し、

ま
ず
家
庭
の

中
で
大
和
の
笑
顔
を
表
す
こ
と
で
す。

朝、

鏡
を
見
て
に
こ
っ
と
笑
っ
て
み
て
下
さ
い。

そ
れ
を
家
族
に、

会
社、

学
校
で
顕
し
ま

し
ょ
う。

大
物
生
大
神
様
の
大
き
く
も
の

を
生
み
出
す
力、

そ
し
て
与
え
る
力
を
顕

現
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す。

今
日
は
皆

さ
ん
有
難
っ
御
座
い
ま
し
た。
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相
双
分
祠
所
属
の
本
田
瑛
恵
と
申
し
ま

す。

本
日
は
大
和
立
教
六
十
六
年
・
大
和

開
教
祭
の
記
念
式
典
に、

信
仰
体
験
発
表

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と、

心
よ
り

「
大
神
様
と
の

幸
縁
を
賜
っ

て
」

相
双
分
祠
所
属

本
田
瑛
恵

感
謝
申
し
上
げ
ま
す。

大
和
教
団
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
て、

此
度
は、

準
教
師
の
資
格
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
の
感
謝
も
込
め
ま
し
て、

信
仰
体
験

に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。

私
が
神
様
と
御
縁
を
頂
き
ま
し
た
の
は、

今
か
ら
五
年
前
で
す。

苅
宿
幸
子
さ
ん
の

お
導
き
で、

母
が
相
双
分
祠
で
お
世
話
に

な
り
始
め
た
頃、

真
由
美
先
生
が、

私
と

会
っ
て
話
を
し
た
い
と
話
し
て
い
た
こ
と

を
母
か
ら
聞
い
て、

そ
の
当
時、

人
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
私
で
す

が、

な
ぜ
か、

不
思
議
と
真
由
美
先
生
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て、

自
分

の
生
い
立
ち
ゃ、

こ
れ
迄
の
こ
と
を
全
部、

真
由
美
先
生
に
話
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た。

私
は、

生
ま
れ
つ
き、

人
と
は
違
っ
て、

天
然
パ
ー
マ
を
ひ
ど
く
し
た
髪
で、

小
学

校
の
頃
ま
で
は
ま
だ
よ
か
っ
た
の
で
す
が、

中
学
校
に
な
っ
て
か
ら
は、

男
の
子
に
か

ら
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
り、

そ
れ
が
い
や

で、

高
校
に
入
る
時
に、

ま
わ
り
の
人
と

同
じ
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
で
ス

ト
レ
ー
ト
パ
ー
マ
を
何
度
か
掛
け
ま
し
た

が、

そ
れ
が
原
因
で
髪
が
薄
く
な
っ
て
し

ま
い、

高
校
に
入
っ
て
か
ら
は、

か
ら
か

わ
れ
る
の
が
ひ
ど
く
な
り、

耐
え
ら
れ
な

く
な
っ
て
高
校
を
辞
め
ま
し
た。

そ
の
頃

か
ら、

人
の
目
が
怖
く
な
っ
て
し
ま
い、

人
と
関
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い、

地
元

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
通
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た。

高
校
は
通
信
制
の
高
校
に
転
入

し
て、

卒
業
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が、

何
で
自
分
は
人
と
違
う
の
か
と、

何
で
こ

ん
な
に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か、

地
獄
の
よ
う
な
思
い
で
し
た。

神
様
と
御
縁
を
頂
く
箭
は、

父
と
母、

兄
弟、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
先
生
と
だ
け

の
関
り
で、

他
の
人
と
の
関
わ
り
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た。

で
も、

母
が
い
つ

も
寄
り
添
っ
て
い
て
く
れ
た
の
で、

救
わ

れ
て
い
た
思
い
が
あ
り
ま
す。

真
由
美
先

生
か
ら、

「
神
様
を
信
じ
て、

神
様
に
す
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が
っ
て
生
き
て
い
け
ば 、
必
ず
幸
せ
に
な

れ
る
か
ら 。
」
と 。
「
今
の
苦
し
み
の
何

増
倍
の
幸
せ
を
頂
け
る
か
ら 。
」
と
の
お

言
葉
を
頂
き
ま
し
て 、
教
主
様
に
す
が
っ

て
教
王
様
に
拝
ん
で
頂
い
て 、

真
由
美
先

生
自
身
が
救
わ
れ
た
お
話
や 、
こ
れ
ま
で 、

数
え
き
れ
な
い
程 、
多
く
の
人
が
救
わ
れ

た
お
話
を
お
問
き
し
ま
し
て 、
教
主
様
に

お
会
い
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た 。

ー 日ー――
ー呉
L
 
ー1.

一

ぶ
<最

初
に
六
月
の
瞑
祭
に
参
行
さ
せ
て
頂

き
ま
し
て 、
そ
の
時 、
初
め
て
教
主
様
に

お
会
い
し
ま
し
た 。
教
主
様
か
ら
温
か
い

お
言
葉
を
か
け
て
頂
き
ま
し
て 、
心
が
温

か
く
な
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
お
り
ま

す 。
真
由
美
先
生
が
お
っ
し
や
っ
て
い
た

と
お
り 、
本
当
に
湿
か
い
教
主
様
で
ご
ざ

い
ま
し
た 。

そ
の
後 、
一
泊
二
日
の
出
羽
三
山
登
拝

に
参
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た 。
今
ま
で 、

母
と一
緒
に
行
動
し
て
い
た
の
で 、
一
人

で
泊
ま
る
と
い
う
こ
と
は
初
め
て
の
経
験

で
し
た
が 、

真
由
美
先
生
が
そ
ば
に
い
て

下
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り 、

嗣
親
様

か
ら
も 、

何
度
も
温
か
い
励
ま
し
の
お
言

葉
を
か
け
て
頂
き
ま
し
て 、

楽
し
い
二
日

間
の
参
行
を
さ
せ
て
頂
い
て 、
本
当
に
よ

か
っ
た
と
嬉
し
く
帰
っ
て
き
た
の
を
覚
え

て
お
り
ま
す 。
三
山
登
拝
後
か
ら
相
双
分

祠
で
奉
仕
を
さ
せ
て
頂
く

よ
う
に
な
り 、

秋
の
万
燈
慰
霊
祭
で
は 、
神
社
で
提
灯
を

つ
け
る
奉
仕
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た 。

そ
ん
な
私
が 、
お
陰
様
で
こ
ん
な
に
早

く 、
二
年
後
に
結
婚
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と

聴衆の感動を呼んだ信仰体験発表

が
で
き
ま
し
た
の
は 、
教
主
様
に 、
諸
々

の
因
縁
解
除
を
拝
ん
で
頂
き
ま
し
た
お
陰

様
で
ご
ざ
い
ま
す 。
大
和
の
信
仰
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
お
陰
様
で
ご
ざ
い
ま
す 。

自
分
の
人
生
を
振
り

返
り 、

結
婚
を
さ
せ

て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は 、
奇
蹟

と
し
か
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん 。
ま
た 、

神
様
と
御
縁
を
頂
く
前
は 、

人
の
目
が
怖

く
て 、

人
と
交
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
私
が 、

大
和
の
信
仰
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
お
陰
様
で 、
私
の
人
生
は 、
こ
ん
な

に
も
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た 。

私
を
お
救
い
し
て
頂
き
ま
し
た 、

大
和

の
大
神
様 、
開
祖
様 、
教
主
様 、

嗣
親
様 、

真
由
美
先
生
に 、

改
め
て
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま

す 。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た 。

本
日
賜
り
ま
し
た
準
教
師
の
位
に
つ
き

ま
し
て
も 、
四
回
の
神
法
教
博
会
に
参
加

さ
せ
て
頂
き、
教
主
様 、

嗣
親
様
始
め
先

生
方
か
ら
御
教
導
を
賜
り 、

真
由
美
先
生

に
は 、

何
度
も
人
の
導
き
方
や
ヌ
サ
の
使

い
方
を
教
え
て
頂
い
て 、

真
剣
に
努
力
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た 。
五
人
を
導
き、

大

國
神
縁
講
に
結
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
時
は 、

本
当
に
神
様
や
ご
先
祖
様
の
お
導
き
を
感

じ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た 。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た 。
こ
れ
か
ら
も 、

人
を
導

＜
奉
仕
や 、

大
醐
神
社
頒
布
所
で
の
奉
仕

を
通
し
て 、

感
謝
を
表
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す 。

開
祖
様
の
建
て
て
く
だ
さ
っ
た
大
和
教

団
の
お
か
げ
さ
ま
で 、

私
は
本
当
に
救
わ

れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。
新
し
い
人
生

を
戴
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。
ど
う
か

皆
様
も 、

周
り
の
人
に
お
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
て 、
多
く
の
人
を
御
神
縁
に
結
ん

で 、

助
け
て
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す 。
大
和
教
団
は 、
開
祖
様
を
通
じ

て 、

大
國
主
大
神
様
が
世
の
人
々
を
助
け

る
た
め
に
お
つ
く
り
に
な
ら
れ
た
教
団
で

す 。
本
庁
や
各
教
会
で
も 、
あ
る
い
は
ご

自
宅
で
も 、
神
様
の
仕
事
の
ご
奉
仕
が
出

来
ま
す
の
で 、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は 、

斎主教主様より新郎新婦へ神戒が授けられた

積
極
的
に
神
様
の
お
仕
事
の
お
手
伝
い
を

な
さ
れ
て 、
た
く
さ
ん
の
徳
を
和
ん
で 、

幸
せ
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す 。

結
び
に
な
り
ま
す
が
こ
の
発
表
の
場
を

お
与
え
下
さ
い
ま
し
た
大
神
様 、
開
祖
様 、

教
王
様 、

嗣
親
様 、
お
導
き
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す 。
本
日
は
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 。
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培
燭
の
典

三
月
三
日
桃
の
節
句
の
佳
き
日 、
午
前

十一
時
よ
り 、

大
国
神
社
祈
祷
殿
に
お
い

て 、

斎
王
教
主
様
の
も
と 、

相
双
分
祠
所

属
の

本
林
勇
太
さ
ん
と
及
川
美
紅
さ
ん
の

神
前
結
婚
之
儀
が
厳
か
に
斎
行
さ
れ
た 。

修
祓
之
儀
を
修
め
た
後 、

饂
が
献
せ
ら

れ、

斎
王
教
主
様
に
よ
り

祝
詞
が
奏
上
さ

れ、
教
主
様
は
新
郎
新
婦
に
『
神
誡』
を

お
授
け
に
な
ら
れ
た 。

次
に
新
郎
新
婦
は 、
天
之
御
柱
を
廻
り

神
前
へ
進
ん
で
お
互
い
に
向
き
合
い 、
日

本
最
古
の
求
婚
の
言
の
葉
と
さ
れ
る
「
愛

の
言
葉」
を
述
べ
合
っ
て
後 、

密
詞
を
申

し
上
げ 、
玉
串
拝
礼
を
行
っ
た 。

引
き
続
き、
新
郎
新
婦
固
め
の
盃 、
親

族
盃
が
行
わ
れ、

参
列
者
玉
串
奉
莫 、

御

記
念
撮
影
の
後 、

参
集
殿
レ
ス
ト
ラ
ン

に
お
い
て
祝
賀
の
宴
が
開
か
れ、

嗣
親
様

よ
り
お
二
人
へ
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た 。

祝
宴
で
は
歌
唱
が
披
露
さ
れ、
お
二
人
の

門
出
を
祝
し
て
エ
ー

ル
が
贈
ら
れ
た 。

全
員
で
大
國
舞
を
舞
っ
た
後 、

嗣
親
様

と
畠
山
真
由
美
教
師
よ
り
新
郎
新
婦
へ
花

束
が
贈
呈
さ
れ、

新
郎
新
婦
か
ら
は
御
礼

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た 。

結
び
に
熊
川
知
長
祭
儀
部
次
長
先
達
に

よ
る
弥
栄
祈
念
に
て 、

祝
賀
の
宴
は
お
披

良
喜
と
な
っ
た 。
お
二
人
の
門
出
と
末
永

き
お
幸
せ
を
祈
念
申
し
上
げ
た 。

笑
顔
の
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
家
庭
を
築
い

て
頂
き
た
い
も
の
と
祈
念
申
し
上
げ
る
も

の
で
す 。
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大
國
神
社
例
大
祭
奉
賛
者
御
芳
名

金
参
萬
園

大
和
コ
ウ
ケ
ン
株
式
会
社

金
壱
萬
国

佐
藤

利
孝

安
達

菊
雄

川
上

贅一

斎
藤

秀
政

遠
藤

浩
由

皆
様
の
お
こ
こ
ろ
に
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

儀式後に祝賀直会が開かれた

鈴
拝
戴
を
以
て
婚
儀
は
滞
り
な
く
申
し
修

め
ら
れ
た 。
続
い
て
教
主
様
は 、
「
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 。
」
と
の
祝
意

を
お
二
人
に
贈
ら
れ
た 。
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神
恩
感
謝
料
奉
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御
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名

金
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伍
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田
グ
ル
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相
双
分
祠

庄
内
分
祠

三
陸
分
祠

公
子

幣
吊
料
奉
納
者
御
芳
名
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大
内

久
雄

佐
藤

浩一

佐
藤
日
出
子

お

知
ら

せ

大
國
神
社
行
市
営
バ
ス
乗
場
情
報

J
R
仙
台
駅
前
西
ロ
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
改
正
の
た
め
令
和
五
年
四
月
よ
り

十
四
番
へ
と
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
す
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7

月

15
日

7
月
行
事
予
定
表

月

始
祈
願
祭

神
光
龍
神
祭

親
神
感
謝
祭

三
山
登
拝
道
中
安
仝
薪
願
祭

三
山
萬
人
講
役
員
会

月

次
祭・
神
子
祈
願
祭

大
和
地
蔵
慰
霊
祭

参
詣
登
拝
出
立

参
詣
登
拝
出
立

開
祖
祭

六
根
修
養
会

参
詣
登
拝
出
立

参
詣
登
拝
出
立

7

月

1
日

7

月

5
日

7

月

11
日

6
月
30
日

6
月
25
日

6

月

28
日

6
月
24
日

6

月
行
事
予
定
表

月

始
祈
願
祭

神
光
龍
神
祭

親
神
感
謝
祭

教
主
様
御
誕
生
奉
告
祭

教
図
様
喜
寿
奉
告
祭

月

次
祭・
神
子
祈
願
祭

大
和
地
蔵
慰
霊
祭

御
神
像
境
内
社
御
清
之
儀

還
幸
祭・
神
在
祭

開
祖
祭

祓
祓
祭
前
日
祭

祓
殺
祭
本
祭

夏
越
の
大
祓・
鎮
火
祭

古
神
札
焼
納
祭

六
根
修
養
会

金
剛
蔵
王
大
権
現
年
祭

夏
越
の
大
祓

6

月

23
日

6

月

15
日

6

月

1
日

6

月

5
日

6

月

10
日

6
月
11
日

食

材

中
村

徳
治

奉
納
米

畑
中

幸
男

（
五
月
八
日
迄
分・
敬
称
略・
順
不
同）

鈴大福中千鈴
木和士原田木
常コ
正ウ央琉恵和
・ケ華斗子男

順ン
子（株）松西千瀬

井部田川
智

純智晃恵
逸江広美

中
原
龍一
・

祐
美

奉
納
品
奉
納
者
御
芳
名

丸早八高
岡川巻橋

清信菜君
文子祐子




